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１.背景

2.波長較正ユニットの開発

3.波長較正ユニットの特徴

分光器 最も普及していない観測機材である

公開天文台で分光器を保有している割合は2割弱！

分光観測の普及のため保有率の向上が望まれる

米子高専科学部が天体観測用分光器を開発

原因 ・高価
・自作困難

開発した天体観測用分光器をさじアストロ
パークと米子市児童文化センターに寄贈！

さじアストロパークの研究員の方から、
波長較正光源のスペクトルを得ることが

困難との報告を受けた！

撮像困難の原因

波長較正ユニットの製作を決意

さじアストロパークでの波長較正光源スペクトルの撮像方法

波長較正光源の光をドーム
内面で反射させ、望遠鏡内
に取り込む。

ドームが大きく、波長較正光
源の光が弱く露光時間が長く
なってしまう。

波長較正光源のスペクトル
を得ることが困難！

〈解決策〉

特徴① 組み立てが容易

特徴② 波長較正光源としてNe-Xeランプを使用

4.アピールポイント

しかし

鳥取県教育委員会の高校生向け活動資金とっとり夢プロジェクト事業補助金で製作。

公開天文台の大型望遠鏡でも容易に
波長較正が行える！

分光感度補正も容易に行える！

容易に、安価に製作可能！

任意の分光器にも接続可能！ あらゆる望遠鏡で合焦可能

保持具のCAD
データは公開！

5.最後に

TORIHICOではNe-Xeランプを
入射口に挿すだけでOK！

分光感度補正関数は
4000Åから8000Å

まで多項式で精度良く
近似できる！

・市販の光路切換器とパイロット(Ne-Xe)ラ
ンプを利用！

・市販の波長較正ユニットが22万円と高額
なのに対し、誰でも2万6千円と安価に製
作可能！

市販の光路切換器 市販の波長較正ユニット

市販の光路切換器を利用するため、本校の分光器
だけではなく、任意の分光器（昭和製作所の
VEGA）にも接続可能となる！

・天体分光観測のユーザーが広がる！
・高校天文部だけではなく、探究学習
での天体分光観測の採用が増える!

TORIHICOでは長いバックフォーカスが必要？
→ 合焦可能か心配？

万一合焦できなかった場合は…

安価で容易に自作可能な波長較正ユニットを開発した。
令和4年度、高校では探究学習が必修化された。天体分光観測は探求学習のテーマとして最適であ
る。しかし、VEGA等の分光器はあるが波長較正が行えない高校がある。そこで、本波長較正ユ

ニットを使用していただくことで分光観測を探究学習に採用していただき、天体分光学の裾野を
広げたいと思っている。

実際に取り付けた様子

30T

テスト観測の結果あらゆる望遠鏡で
合焦可能と判明！
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